











































































































































続いて、第 5章、第 6章と第 7章の周の生態学的意味の生成過程の分析結果を踏まえて、
「言語生態のあり方の良さは人間生態のあり方の良さ」、「外的言語生態場と内的言語生態
場の相互交渉による言語生態の保全」、「生態学的思考によるつながりの改善」の 3点から考
察を行った。さらに、「対話のテキスト」、「対話の回数」、「対話の参加者」の 3点から対話
的問題提起学習による中国の留守児童共同体生態場構築を目指す自他支援システムへの示
唆を述べた。研究の意義としては、「同行者としての研究者の可能性」、「対話的問題提起学
習による双方向の学習」、「学習者共同体構築の可能性」、「当事者による当事者のための当事
者研究」、「言語教育学から社会学への貢献の可能性」の 5つが挙げられる。今後の課題とし
て、 (1)留守児童を取り巻く関係者との対話の必要性、(2)元留守児童・現留守児童と継続
的に対話を行う必要性、(3)非留守児童と元留守児童・現留守児童との対話の意義の明確化
という課題が残されている。 
 
 
